
要約

近年、期間限定商品が多く発売されている。期間限定商品とは、限定商品 (Limited edition products)

と呼ばれる商品の一種である。既存研究では、販売する期間や数量を限定することによって、商品を購入
しやすくなることが指摘されている(e.g. Balachander and Stock 2009)。しかしながら鈴木(2017)によれば、
期間限定商品を含む限定商品に関する研究についてはあまり進んでいないことが指摘されており、期間限
定商品が消費者の購買行動に与える影響についてもまだ議論の余地があると考えられる。そこで本研究は、
時間制約・時間圧力の概念を期間限定商品に関する研究に適用することを試みた。
時間制約とは、企業などの主体が消費者に対して時間の制約を設定している状態のことである。(鈴木
2004)。既存研究では、時間制約の中で、時間に対するプレッシャー（以後、時間圧力と呼称）を感じた
消費者は、普段とは異なる情報処理方法や製品選択行動をとることを指摘している (e.g. Dhar & Nowlis, 

1999)。鈴木(2004)の定義に則れば、期間限定商品は、商品を販売する期間を企業側が制約している商品だ
と考えることができる。そのため期間限定商品に対して、消費者は時間圧力を感じ、購買意向に影響を与
えているという仮説を立てた。更にInman & McAlister (1994)は、償還期限のあるクーポンについて有効
期限期間際になると償還行動が増加することを明らかにしていることから、期間限定商品の販売終了まで
の残り時間が減ってくることによっても、時間圧力を感じるという仮説を立てた。
仮説を明らかにするため、缶ビールの購買・飲酒経験のある20歳以上の消費者を対象としたWeb調査を
実施した。調査は、期間限定の有無と販売終了までの残り時間の2点を操作した缶ビールの新商品に関す
るシナリオを読んでもらった上で、缶ビールの購買意向や、感じた時間圧力などを回答してもらうもので
ある。Web調査の分析結果から、期間限定商品そのものに対して、強く時間圧力を感じることは確認され
なかった。しかしながら、販売終了までの残り時間が1週間の場合において、時間圧力を強く感じること
が確認された。加えて、強く時間圧力を感じた消費者は、期間限定商品の購買意向を高めることも確認さ
れた。　
これらの結果から、残り時間を提示することによって、消費者に時間圧力を感じさせ、期間限定商品の
購買意向を高める可能性を示したと考えられる。
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